
五月女愛　（さおとめ　あい）

国立音楽大学作曲学科卒業。 笙を

宮田まゆみ、 多忠輝の両氏に師事。

現在、 雅楽演奏団体 「伶楽舎」 に 

所属し、 雅楽古典曲・現代曲の演奏、

小中学校でのワークショップ等、 様々

な演奏活動や講師としての活動も行っ

ている。

作曲家としても、 「ハマグリのうた」 （2020）、 「雨ノモリ」 （2022）

等の雅楽楽器を用いた作品を発表している。
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小島篤美　（こじま　あつみ）　

国立音楽大学卒業。 同大学日本伝統

音楽コース （雅楽） 修了。 在学中に雅

楽に出会う。 これまでに笙を宮田まゆみ、

岩波滋各氏に師事。 日本雅楽会所属。

日本雅楽会定期公演、雅楽教室のほか、

社会福祉施設での慰問演奏、 ロビーコン

サート、金沢ナイトミュージアム朗読会 「龍

笛と笙の調べにのせて」 に出演するなど、

活動の場を広げている。

2018 年 ・ 2019 年に上演され話題となっ

た現代オペラ 「鍵」 をはじめとし、 新しい

試みの作品にも積極的に参加している。

笙 の響きを照明の 明暗変化 の中で聴くことで、 「耳を澄ます」 という行為そのものを見つめ直す―

暗闇や変化する光の中、 笙の響きに包まれて一人ひとりが様々なイメージを自由に感じ取り

新しい 「聴く体験」 をお愉しみいただくコンサートです

中村華子 （なかむら　はなこ） 
国立音楽大学音楽学学科卒業。 笙を宮田

まゆみ、 多忠輝、 雅楽合奏を芝祐靖の各

氏に師事。 2006 年度文化庁新進芸術家

国内研修員。 「伶楽舎」 に所属し、 国内

外の公演に参加する他、 「Shogirls」 「雅楽

三昧中村さんち」 等のユニットや、 作曲家

の石田多朗と音楽家のオオルタイチの雅楽

プロジェクト 「どんぶらこ」 メンバーとしても活

動。 近年は、 笙と邦楽器のアンサンブルに

着目したシリーズ「はなみやび」をプロデュー

ス ・ 出演する他、 薩摩琵琶の久保田晶

子とのデュオ、 他の若手雅楽奏者とともに結成した 「倫遊会」 で 2019

年から自主公演を開催するなど、 活発な活動を行う。 作曲家からの信

頼も厚く、 笙のソロ ・ 室内楽作品の初演を多数手がけている。 2023 年

9 月には愛知室内オーケストラで世界初演された森田泰之進作曲 「音 ・

輪Ⅱ」 のソリストをつとめた。

Ⓒハガタカシ

三浦礼美　（みうら　れみ）
国立音楽大学卒。 笙を宮田まゆみ、 豊英秋

各氏に、 雅楽合奏を芝祐靖氏に師事。 「伶

楽舎」 の一員として国立劇場、 サイトウキネン

フェスティバル松本、サントリーサマーフェスティ

バル、 ULTIMA 音楽祭等、 国内外の公演に

多数出演。 2010 年パリオペラ座、 2012 年

モントリオール ・ グランバレエにてバレエ 「輝夜

姫」 公演に出演。 2015 年にはフランクフルト

にてアンサンブルモデルンと共演。 近年は２０

１８年パリのジャポニスム２０１８、 ２０１９年

Japan Society 公演 （アメリカ、 ニューヨーク）、

タイ ・ マヒドン大学での New Composition for Traditional Instrument などに参

加。 また笙 3 人のユニット Shogirls を結成し 2012 年より毎年公演を行い、

笙トリオ作品の委嘱、 初演にも積極的に取り組んでいる。 学校公演事業にも

力を注ぎ、 雅楽の裾野を広げる活動にも尽力している。 NHK 邦楽番組出演の

他、 TV、 CD 等の録音も多数。 ムサシノ雅楽教室、 雅の会ふくしま講師。


